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日本海域研究所報告，第12号，93～95頁

要 約

日本海周域における植物分類地理学的研究（1979）

里見信生（金沢大学理学部生物学教室）

PhytogeographicalStudiesAroundtheJapanSea(1979)

NobuoSAToMI(LaboratoryofSystematicBotanyandPhytogeographyoftheFaculty

ofScience,KanazawaUniversityb)

○芦原孝治・和久田昌則・里見信生：石川県の社叢林について（六）鳳至郡穴水町・能都町・

柳田村及び珠洲郡内浦町の社叢林について，石川県高等学校生物部会々誌NQ15,3～29(1979)

筆者らは石川県の過去の植生（原植生）を推察し，更に今後の地域開発，自然保護などの手がか

りにと，昭和47年より社叢林の調査を行なっているが，第6報では鳳至郡穴水町・能都町・柳田村

及び珠洲郡内浦町を取り上げた。1～5報と同様，調査した154社をa,b,cの3段階に区分したが，

aは森林の各階層の発達がよく，かなりの面積をもつもの;bは森林の階層がややおとり，面積も

やや小さいもの;Cは階層構造がみられず草本層を欠いているものである。この中で保存の必要が

あるのは，申すまでもなくa,b段階のもので，それらは次の19社である。

穴水町：1．加夫刀比古神社（甲，丸山)，2．七海神社(北七海)，3．春日神社(曽山)，4菅原

神社(曽福)，5．沖波神社(沖波)，6．奈古司神社(岩車）

能都町：7．大根神社(宇出津山分)，8．大峯神社(瑞穂)，9．高倉神社(真脇)，10．今蔵神社

(瑞穂)，11．日吉神社(小垣)，12．日吉神社(曽又）

柳田村：13．日桔神社(十郎原)，14．白山神社(柳田)，15．火宮神社(五十里），16．諏訪神社

(石井）

内浦町：17．菅原神社(白丸)，18．日吉神社(越坂)，19．勝尾神社(時長）

これを相林よりみるときは，スダジイ林（1，5，6，17，18，19),タブ林（4，9),ウラジロ

ガシ林（11),モミ林（2，3，7，8，10),ケヤキ林（15),イヌシデ林（13，14，16)，ミズナラ林

（12）となる。’

○里見信生・小牧族：（能登内浦地域の）植生，能登内浦地域自然環境調査報告書，1～30，

石川県環境部（1979）

能登半島の富山湾側の自然環境診断を行うために，現存植生図と潜在植生図を用意したが，潜在

植生図で見られるような，この地域の自然植生は，現在，現存植生図であらわされるような形に変

えられてしまった。

この中で，わずかに残されている自然植生，または自然植生に近い群落は貴重なものであって，

単に学術上重要であるというだけでなく,環境保全のためにも，環境保全林または環境保全緑地とし
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て厳正に保護維持しなければならぬことは言うまでもない。

そこで，上述のような場所を，現存植生図の中から拾い上げて行くと，次のような場所が重要な

ものである。

A・ブナクラス域自然植生

本調査地域のブナクラス域は別所岳（穴水町と中島町の境)，河内岳（穴水町と富来町の境)，桑塚

山（穴水町と門前町の境)，鉢伏山（柳田村と輪島市の境)，宝立山（珠洲市）であって，調査地域全

体からみると面積はあまり広くない。古くから人手が入って，この林域の自然植生は，宝立山と鉢

伏山の山頂部にわずかばかり残されているにすぎない。中でも宝立山の黒峰のブナ林（珠洲市指定

天然記念物）と白滝，打呂の2ヶ所で見出されたヒノキアスナロ（アテ）林は貴重な群落である。

B・ヤブツバキクラス域自然植生

ヤブ､ソバキクラス域自然植生は，かろうじて社叢林と海岸植物群落でみられるだけである。社叢

林は古来，信仰のもとに，地域社会の精神的連帯のシンボルとして長く保存されて来たものである

から，わが国の自然保護において，社叢林は重要である。次に海岸植物群落は，蛸島一雲津間と伏見

一粟津間に若干見ることができるが，すぐれたものと言い難い。しかし，その中で，雲津のハマド

クサ群落は特異な植物群落で，クロマツ樹林下に生育している。

なお，本報告の末尾に，本調査地域内の稀少種の目録を付記してある。

○石川県：第2回自然環境保全基礎調査，特定植物群落調査報告書（1979）

石川県が環境庁の委託による調査報告書である。特定植物群落選定基準は下表による。

A 厚生林もしくはそれに近い自然林。

B 国内若干地域に分布するが，極めて稀な植物群落または個体群。

C
比較的普通に見られるものであっても，南限，北限，隔離分布等分布限界にな

る産地に見られる植物群落または個体群。

，
砂丘 断崖地，塩沼地，湖沼 河川 ツ 湿地 高山 ， 石灰岩地等の特殊な立地に

特有な植物群落または個体群で，その群落の特徴が典型的なもの。

E 郷土景観を代表する植物群落で，特にその群落の特徴が典型的なもの。

F
過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林であっても

って伐採等の手が入っていないもの。

長期にわた

G
乱獲その他人為の影響によって，石川県内で極端に少なくなるおそれのある植

物群落または個体群。

H その他，学術上重要な植物群落または個体群。

この基準にしたがって，選出された石川県下の特定植物群落は102ヶ所である。その内訳は,A

65ヶ所,B6ヶ所,C14ヶ所,D20ヶ所,E58ヶ所,G2ヶ所,H6ヶ所となる。(備

考:Fに該当するものなし，該当する選定基準が複数のものがあるため，内訳のヶ所数の合計は群
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落数よI)多くなっている。

里見はこの報告書の中で1～7，14～50,53～55,60～103,120～157,160～165,168～173,

175～210頁を執筆した。

○大野政信・里見信生：白山と立山におけるハクサンコザクラとハクサンオオバコの個体数の

推移，石川県白山自然保護センター研究報告,NO.5,33～43(1979)

登山者の増加から高山植物の減少が案ぜられるので，自然保護の立場から白山と立山に於て，ハ

クサンコザクラとハクサンオオバコの産量の推定調査を行なった。

調査方法は1973,1975年に行なったものと同様,1×1m2の方形区をランダムに置いてその中の

有花個体を調べた。

この結果，1975年の調査とくらべて，立山ではハクサンオオバコ・ハクサンコザクラの両種とも

に，ほとんど変化が見られない。それに対し，白山ではハクサンオオバコは，むしろ増加している

が，ハクサンコザクラでは南竜ヶ馬場で音，それ以外では昔に，いちじるしく減少している。

これは，増加した登山者により踏まれることに問題があろう。踏圧に対して抵抗性力ざあるハクサ

ンオオバコでは減少をみないのに対し，抵抗性のないハクサンコザクラでは，その影響が強くあら

われたのであろう。

○里見信生：多彩な植物群，新加能風土記（右川県の歴史と風土)，244～252,創士社（1979）

第1章では，石川県の植生の概略をヤブツバキクラス域自然植生・現存植生，ブナクラス域自然

植生・現存植生，亜高山帯自然植生，高山帯自然植生にわけて述べ，次に第2章では石川県の高等

植物をフロラの研究，石川県の植物の特徴の項目下に記した。

第3章以下は各論と下等植物の記述で，第3章白山の高山植物までを里見が執筆し，第4章能登

の植物，第5章加賀の植物，第6章石川県のコケと海藻，第7章石川県のキノコは他の著者の手に

よって，それぞれ概略が述べられている。

○里見信生：北陸植物図譜（四十四）；（四十五),北陸の植物26:xxii(1978);xxiv(1979)

従来の植物図鑑では，日本海側に分布する植物の図が出ていないことが多い。そこで，この図譜

では，そのようなものを取り上げて行くことを目的としている。（四十四）ではエゾ､ソリバナ

EuonymusoxyphyllusMiqvar.magnusHonda(北海道から本州の山陰地方に至る日本海側に分

布)，と（四十五）ではトキワイカリゾウEpimediumsempervirensNakai(主として本州中部以

西の日本海沿岸地方に分布）を図示した。
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